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格納容器周辺を想定した腐食環境では、湿潤で水滴がしたたり落ちる部位、水蒸気結露による水膜や喫水面近傍

における濡れ乾き条件等に、ガンマ線照射が重畳することが考えられるが、当該環境における腐食データは極めて

限られている。本研究では、湿潤・乾燥環境でのガンマ線照射による腐食影響評価について述べる。 
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１．緒言  本稿では、「ガンマ線照射下における腐食試験結果」と「湿潤大気環境下における炭素鋼腐食への酸

化剤の影響評価」について、現在までに得られている成果の概要を述べる。 

２．ガンマ線照射下における腐食試験結果  量研＠高崎のガンマ線照射施設にて、ガンマ線照射環境下におけ

る腐食試験を実施した。試験条件は、供試材：炭素鋼 SA738B、試験溶液：20,000 倍希釈人工海水（Cl-濃度約 1ppm）、

溶液温度：50℃、雰囲気：大気開放、ガンマ線線量率：約 4.0 kGy/h、試験時間：336 時間とした。釣り下げ位置が

異なる複数の試験片を試験セル内に設置することで、試験片の浸漬条件を試験変数とした。具体的には、①全浸漬、

②半浸漬、③気中、④気中＋滴下、の条件とした。試験後、試験片に形成された腐食生成物を除去してから、腐食

速度を重量法で求めた。照射／非照射を問わず、全浸漬条件下の腐食速度は既往知見と近い値（照射：約 0.5 mm/y、

非照射：約 0.3 mm/y）を示した。また、半浸漬条件下での腐食速度は全浸漬条件よりも高く（照射：約 0.7 mm/y、

非照射：約 0.3 mm/y）、液滴落下条件も含めて、ガンマ線照射下では非照射下よりもさらに腐食速度が高くなるこ

とがわかった。半浸漬条件下で腐食速度が高くなった理由として、喫水線近傍での腐食加速が考えられ、試験後の

試験片観察ならびに 3D 形状測定の結果はこれを支持するものであった。一方で、特に照射下の腐食試験では経時

的に喫水線が低下したため、喫水部での腐食速度の定量評価の観点からは、引き続き検討する必要があると判断さ

れた。今後は、試験中に喫水線の位置が試験片に対して一定に保たれるように試験セットアップを改良し、喫水部

における腐食へのガンマ線照射の加速効果についてより信頼性の高いデータを取得する予定である。 

３．湿潤大気環境下における炭素鋼腐食への酸化剤の影響評価  上記のようなガンマ線照射施設を用いずに、

より簡便に模擬的な試験を行うために、恒温恒湿槽を用いた腐食試験を試みた。ここで、ラジオリシスにより生成

する過酸化水素等の酸化剤を模擬することを目的としてオゾンを用いた。また腐食のモニタリングには腐食の経時

的なモニタリングが可能な ACM センサを用いた。オゾン発生器により発生するオゾンを含む空気を 50℃に保持

した恒温恒湿槽中にフローメータを利用して流量を調整して導入し、ACM 電流のモニタリングを行なった。槽中

のオゾン濃度をオゾン濃度計で測定し、槽内のオゾン濃度は定常でおよそ 50 ppm となるように調整した。 

ACM 電流は、湿度が高くなるにつれて腐食速度に相当する増加し、特に 95%の湿度条件では顕著な ACM 電流が

見られた。各湿度条件でオゾンを導入すると ACM 電流の上昇が見られた。このことは、酸化剤であるオゾンの供

給によって腐食が促進されることを示している。今後は、腐食に及ぼすオゾンの影響をさらに検討するために、一

定オゾン濃度下で湿度を段階的に変化させる実験、あるいは一定湿度条件下で段階的にオゾン濃度を変化させて得

られる ACM 電流のモニタリングを得て、広い濃度範囲でのオゾンの影響を検討する予定である。 
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